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ば、何らかの問題に対処するために、情報の中から必要なものを選び出し、読み解き 問題の解決や新たな情報の創造・発信をする能力のことです（本連載第一回参照。わが国の教育政策でどう定義されてい かなどの詳細は、第一回～第三回を参照） 。　
今回と次回は、 これらのうち、 「情















を紹介しておきます。前者は、初版が一九七六年のロングセラーです。現在は「新版」として朝日文庫に収録されています。 『実戦・日本語の作文技術』という続編もあり が、まずは前者をお薦めします。 「読む側にとって分かりやすい文章を書くこと」について学ぶことができます。　
後者は、漢字と平仮名の使い分け、

















ん。ですが、次のような批判ができそうです（ お 「たしかにそのとおりかもしれ い」というのも大事な点で、以下は、 「けれども、こういう別の見方 できる」という見方を提示しているだけです。絶対にこうに違 ないと言っているのではありません。例題一も含めて、以下は、どれかひとつの見方だけが正 いと断定するには情報が足りません） 。　
①～④の中で、イチローのみが野
球選手であり、 残りの三人はサッカー選手です。選択肢がこれだけだと、野球が好きな中高生はイチロー選手を選びがちだと予想でき す。一方、サッカーに興味のある中高生の票は、それぞれの好みによって、香川選手、川島選手、長友選手 割れ と思われます。そのため、野球とサッカーがどちらも同じ程度に中高生に人気の場合、先のアンケートでは、イチローが一位になりやすいと予想されます。 以上、本段落が解答例 す。　
なお、以上のように考えるために




















の良い旧知の司書 ち」で Ａさんと意見が似ている人たちが多い可能性が高いと予想できます。また、サンプルの偏りとは別の着眼点ですが、Ａさんの発言には「私が従来から強く思っているこの考え」ともあります。ひょ とす と、 「本当はどちらでもよいのだけれど ここはＡさんに同調しておこう」と考える人もいたかもしれません。　
ところが全国には、いろいろな考
えの司書が ます。勤務先の図書館が都市部にあるか／そうでないかや、実務経験年数など、さまざまな要因によって、見解が異なると思われます。そのような要因を考慮した、全国の司書の縮図となるよう 集団意見を聴いた場合、Ａさんの えに
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